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 【研究目的】 
本研究は、特別養護老人ホームにおける「自己評価による質の改善」をサポートす
るためのツールとして考案した「特別養護老人ホームの評価マニュアル試作 Ver.1(主
に施設マネジメント部分 )」の改善点を探り、より活用可能性、活用効果の高い評価
マニュアルを作成することを目的として実施した。 
【研究方法】 
2017 年 3 月に静岡県内の特別養護老人ホーム（地域密着型含む） 10 か所の職員 13
名（施設長 5 名、副施設長 2 名、生活相談員 4 名、介護支援専門員 1 名、介護主任 1
名）、および大学教員 1 名に「特別養護老人ホームの評価マニュアル試作 Ver.1(主に
施設マネジメント部分 )」の内容を確認してもらい、専門的見地から助言、指導を受
けた。なお、専門的見地からの助言、指導は、半構造化インタビュー形式で実施し、
口頭、文書による同意を得た上で IC レコーダーに録音し、トランスクリプションを
行い分析した。  
本研究にあたっては、事前に聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得た。  
【結果および考察】 
 調査協力者が本マニュアルを用いて実際に自施設の施設マネジメント項目をチェック
するために要した時間は、60 分～120 分程度となっており、施設長として日常的に施設
マネジメントに携わっている協力者や施設を経営している法人の内部監査を複数回経験
している協力者は、比較的短時間でチェックすることができていた。 
インタビューの結果を分析し、カテゴリー分類した結果、「特別養護老人ホームの評価  
マニュアル試作 Ver.1」に関して、以下のような示唆を得ることができた。 
１．本マニュアルの有用性（開発の必要性、既存の第三者評価等と比較した際の独自性） 
１）ストラクチャー評価、プロセス評価、アウトカム評価の構造が明確になっているこ
との有用性 
 ２）アウトカム評価の方法に関するヒントが提示されていることの有効性 
 ３）社会福祉法人制度改革の内容を踏まえた法人組織全体を含めたガバナンスや地域に
おける公益的活動の促進などの内容が盛り込まれていることの有用性 
 ４）評価の上限が高く設定がなされているため、複数回にわたって活用可能  
２．本マニュアルに関する修正すべき点、さらなる工夫を要する点  
１）使用している専門用語の解説、表現の平易化に関するさらなる改善必要性  
２）一部の評価項目に表を用いることで項目の理解、評価のし易さを高める必要性  
 ３）評価項目に関する実践イメージが湧きにくい項目に関しては、さらに詳細な実践
事例の提示が必要  
 ４）アウトカム評価を実施するために活用可能な既存の評価基準や尺度、具体的事例、
資料など、さらに詳細な提示が必要  
 ５）施設のマネジメント部分、特に法人組織運営やトップのリーダーシップの発揮に
関する内容は、生活相談員や介護支援専門員には回答し難い  
６）ケアサービス部分の職種別評価マニュアルの必要性  
【学会発表、論文発表の状況】 
今後、聖隷クリストファー大学紀要等に投稿予定。 
